
１ 兵庫県水道事業のあり方懇話会

①人口減少に伴う水需要の減少
②施設の老朽化に伴う更新需要の増大
③専門職員の確保・育成

など、水道事業を取り巻く経営環境が厳しさを増す

対応方策を広く検討するため、学識経験者や市町長、水道事業者等で構成する
懇話会を設置・開催

平成28年度 ： 「兵庫県水道事業のあり方懇話会」の設置、計５回開催
中間報告

平成29年度 ： 懇話会を計４回開催
検討の場として各地域をブロック分け（地域別協議会を仮設）
総務省人材ネットによるアドバイザーを招聘（協議会に参加）

↓↓↓
「兵庫県水道事業のあり方懇話会報告書」による提言（H30.3）

↓↓↓
総務省通知を受け報告書を「兵庫県水道広域化推進プラン」に位置付け



「兵庫県水道事業連携実施計画」の策定

２ 兵庫県水道広域化推進プランの改定

報告書とりまとめ以降も地域別の協議会等でハード、ソフト対策の具体化に向け検討

新たに生まれた実現可能な対応方策について着実な実現を促進する

広域化推進プランに連携実施計画を盛り込む形で改定（随時）
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